
発出元 → 発出先
【機密性２情報】

作成日_作成担当課_用途_保存期間

「農業振興によるまちづくり」の推進（スマート農業の推進）

スマート農業技術の活用による
中山間地域農業の課題解決
～農業振興による持続可能な地域づくり～

北広島町農林課
令和5年9月28日



発出元 → 発出先
【機密性２情報】

作成日_作成担当課_用途_保存期間
「農業振興によるまちづくり」の推進（スマート農業の推進） 北広島町

北広島町の概要

面積：６４６．２㎢
人口：１７，３２２人（８，７３８世帯）2023年7月末
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産業別従事者数の推移

農林業経営体数の推移 農家数の推移
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Ⅰ. 中山間地域農業の現状と課題
●人口減少による農業従事者の高齢化や担い手不足
●大型農家（法人・個人）が多くの圃場を管理
●管理不足による収量減少、水田の持つ多面的機能が低下
●農地の荒廃による景観・環境の悪化
●農作業の負担増加が法人等の経営規模の拡大や、若い世代の農業

への就農を阻害

Ⅱ．農業の持つ多面的機能
●人々が生きていくために必要な米や野菜などの農産物を生産する。
●田畑の荒廃を防ぎ、田園風景などの景観を保全する。
●水田が雨水を一時的に貯留することで河川などの災害を予防する。
●農業を通じた地域コミュニティーの場を創出する。
●観光型農業などで都市住民との関係・交流人口を創出する。
●農業に関わる伝統文化（神楽・花田植）の伝承と継承。
●植物の栽培体験や食育など教育の素材としての役割。

農業は、農産物の生産だけではなく、心の癒しや、安心安全、地域
活動、教育、観光など人々の生活や地域産業に深く関わっており農業
の衰退は、地域の衰退に直結している。

つまり、「農業」と「まちづくり」は密接に関係している。

「農業振興」から「農業振興によるまちづくり」へ

Ⅲ.「農業振興によるまちづくり」の推進
（スマート農業の推進）

目 的
農業従事者だけではなく地域住民を含めた地域全体で、中山間地

域農業が抱える多様な課題を共有し、スマート農業技術の活用によ
る課題解決に取り組むことで「誰もが住みたい、住んで良かった、
住み続けたい」と思えるまちづくりを推進する。

取組内容
①「農業振興によるまちづくり」に取り組むモデル地域を選定し、
地域住民自らが「地域農業の将来ビジョン」を策定する。
②将来ビジョンの達成に向けて主体的に取り組む活動組織を創設す
る。
③農業振興によるまちづくりに取り組む先進事例を創出し、町内全
域に横展開していく。
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Ⅳ.これまでの取組
北広島町吉木地区（豊平地域）をモデル地区に選定
（選定理由）

吉木地区は、地区内の農地の大半を複数の大型農家（経営規模
15ha～20ha）が耕作（水稲・ソバ・飼料作物など）しており、次世
代の若い後継者が育成されている。農業者の高齢化が進行する本町
においても吉木地区は将来的に持続性の高い農業経営が期待される。
また、農業者だけではなく地域住民自らが３つの営農組合の合併協
議を進め令和6年度に合併することを決定し地域営農の将来について
地域ぐるみで検討を行っている。
このことから、本町が推進する「農業振興によるまちづくり」のモ
デル地区に選定した。

大型農家5事業体のうち4事業体が後継者を確保している。

「農業振興によるまちづくり」の推進（スマート農業の推進） 北広島町
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【R4年度】
①大型農家のヒヤリングを行い中山間地域の農業が抱える課題を把
握した。
（主な課題）
・畦畔の除草作業に要する労力
・毎日の水管理に要する時間・労力
・用水路の管理・維持要する労力
・水管理不足による雑草や病害虫などの発生⇒収量減少⇒収入減少

②令和4年度スマート農業推進事業実証実験委託業務
（予算額：1,000千円（単町））

事業内容
・スマート農業機械に関する学習会の開催
・吉木地域内の遠隔地農地に自動水門システム10基設置
・自動水門システム設置により得られたデータの分析・効果検証

●事業実施後のアンケートに対するシステム設置圃場管理者の回答
・設置した場所は自宅より10km ある圃場であり、保水性の大変悪
い水田で、とくに回数が多いところが、このたびの実験で機器を設
置後１回確認に行っただけで終わった。
・水位などを確認しに行く回数が週3 回から週に１回のペースに
なった。（1回の圃場巡回で約35ｋｍの距離を移動・半日仕事）
・夜間や外出中などすぐに圃場に行けない時に手元で数値として確
認できるので、精神的に安心して管理できるようになった。
・今まで感覚に頼っていた水位・水温が可視化できるようになった
ことで、圃場の状態が良くなった。
・グラフで水位を確認することができるので、水抜けの原因なども
早期に発見することができた。
また、除草剤を効率的に散布ができ除草効果を高める効果が見込め
る。

システム設置圃場を管理する農業者は、システム設置効果を実感

Ⅴ.取組主体の創設
スマート農業を推進する協議会として「吉木スマート農業推進協

議会」を創設（R5年3月17設立）
（構成員）
大型農家 5事業体
自治振興会役員



【機密性２情報】「農業振興によるまちづくり」の推進（スマート農業の推進） 北広島町

令和４年度北広島町スマート農業実証実験（吉木地区：１０か所）

エリアA七曲地区１０基 エリアB日浦地区 エリアC 郷地区
遠隔地農地の水管理作業の省力化 スマート技術の普及啓発

移動距離・作業時間の短縮
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【機密性２情報】「農業振興によるまちづくり」の推進（スマート農業の推進） 北広島町

A地区

B地区

C地区

＝大型農家の自宅
又は農業拠点
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【機密性２情報】「農業振興によるまちづくり」の推進（スマート農業の推進） 北広島町

機器購入費・年間利用料を比較して(株)ファーモ製の自動水門システムを設置して実証実験を実施
している。
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令和4年度 A地区

七曲２
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令和4年度 A地区

七曲２
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回数・時間が1/3に減少
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Ⅵ.モデル地区における実証実験
（R5年度~R7年度）

事 業 名：令和5年度北広島町スマート農業実証実験事業
事 業 費：予算額３，０００千円
補 助 金：中山間地農業ルネッサンス推進支援事業

（元気な地域創出モデル支援）
目 的：中山間地域の農業が抱える課題に対するスマート農業技

術の導入効果について効果検証を行うと共に、将来ビ
ジョンの実現に向けて地域住民が一体となって取り組む
まちづくりを推進する。

取組内容：①農家や地域住民が地域農業の将来ビジョンを策定
②自動水門システムの設置による圃場の水管理に要する
作業、時間の省力効果や、病害虫の発生抑制による収量
の変化、食味値の変化を検証

将来ビジョンの策定
①専門家を招聘し、ワークショップを開催することで地域農業が抱
える課題を共有するとともに、課題解決により目指す地域の将来像
を明確にする。

スマート農業技術の導入効果の検証方法
①大型農家が管理する遠隔地にある圃場が集積するエリアを特定し、
自動水門システムを設置する。
②水管理に要する時間や移動距離を毎日計測、記録し、記録した
データを設置前との比較し省力効果を検証する。
③自動水門システムの設置による病害虫被害の発生状況を前年度と
比較するとともに、同一圃場における収量を前年と比較する。
④自動水門システムの設置圃場で収獲される米の食味値を毎年計測
し、推移を観察する。
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R４年度事業で判明した課題点を改善(取水口の漏水対策）

取水口の漏水確認（R4年8月）

取水口の漏水原因
取水口は常に通水状態であるため、水門が閉まることで水圧

がかかり取水口とコンクリート管の間に隙間があることで漏水
がおこった。

これまでの管理では、取水口に木製の板で止水していたため
特に管理上問題となっていなかった。
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P9取水口の現地確認・測量（R5年3月）

R４年度事業で判明した課題点を改善(取水口の漏水対策）

取水口の補修（R5年4月）



【機密性２情報】「農業振興によるまちづくり」の推進（スマート農業の推進） 北広島町

令和5年度北広島町スマート農業実証実験（吉木地区：34基）

エリアA七曲地区19基 エリアB日浦地区7基 エリアC 郷地区8基
遠隔地農地の水管理作業の省力化 スマート技術の普及啓発

移動距離・作業時間の短縮
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基地局
通信：LTE（基地局）→LPWA（3km）
電源：充電式リチウムバッテリー・太陽光



【機密性２情報】「農業振興によるまちづくり」の推進（スマート農業の推進） 北広島町

令和５年度 システム設置圃場の管理状況
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水管理での巡回回数の計測
（R5年6月）
システム未設置圃場 １６回
システム設置圃場（エリアA） ５回
システム設置圃場（エリアB） ４回

システム異常による対応（エリアA） ３回（３回）

システム異常対応のみの対応回数を（ ）書きとして
いる。
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水管理での巡回回数の計測
（R5年７月）
システム未設置圃場 ７回
システム設置圃場（エリアA） ２回
システム設置圃場（エリアB） ０回

システム異常による対応（エリアA） ４回（２回）
システム異常による対応（エリアB） ２回（２回）

中干し期間
システム異常対応のみの対応回数を（ ）書きとして

いる。
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水管理での巡回回数の計測
（R5年８月）
システム未設置圃場 １１回
システム設置圃場（エリアA） １回
システム設置圃場（エリアB） ４回

システム異常による対応（エリアA） １１回（８回）
システム異常による対応（エリアB） ２回（１回）

稲が成長するにととも
に水位管理に異常が頻発
した。

要因として考えられる
ことは、水位センサーが
稲の葉に反応し異常水位
となることで給水が停止
したことが考えられる。

対処方法として、水位
センサーの周囲1㎡程度の
稲を設置時に抜き取るこ
とが必要である。

システム異常対応のみの対応回数を（ ）書きとして
いる。



【機密性２情報】「農業振興によるまちづくり」の推進（スマート農業の推進） 北広島町
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水管理での巡回回数の計測
（R5年８月）
システム未設置圃場 １１回
システム設置圃場（エリアA） １回
システム設置圃場（エリアB） ４回

システム異常による対応（エリアA） １１回（８回）
システム異常による対応（エリアB） ２回（１回）

水管理での巡回回数の計測
（R5年６～８月）
システム未設置圃場 ３４回
システム設置圃場（エリアA） ８回
システム設置圃場（エリアB） ８回

システム異常による対応（エリアA） １８回（１３回）
システム異常による対応（エリアA） ４回（３回）

（検証結果）
●巡回回数の減少
（システムを設置しない場合は、未設置圃場と同回数の巡回
が必要であると仮定して算出）
システム設置圃場（エリアA） 76.4％減少
システム設置圃場（エリアB） 76.4％減少

システム設置により水管理による巡回回数が１／４以下と
なった。

しかしながら、システム自体の異常や、設置管理の不具合
等による対応が必要となったことによる対応回数を合計する
と
システム未設置圃場 ３４回
システム設置圃場（エリアA） ８回＋１３回＝２１回
システム設置圃場（エリアB） ８回＋ ３回＝１１回

システム設置圃場（エリアA） 38.2％減少
システム設置圃場（エリアB） 67.6％減少

システム設置による水管理作業の効率化が図られることは
実証されたが、システム自体の異常や、水位計の設置方法な
どの改善を図ることがより効果を高めることにつながる。

水管理での巡回回数の計測
（R5年７月）
システム未設置圃場 ７回
システム設置圃場（エリアA） ２回
システム設置圃場（エリアB） ０回

システム異常による対応（エリアA） ４回（２回）
システム異常による対応（エリアB） ２回（２回）

水管理での巡回回数の計測
（R5年6月）
システム未設置圃場 １６回
システム設置圃場（エリアA） ５回
システム設置圃場（エリアB） ４回

システム異常による対応（エリアA） ３回（３回）



【機密性２情報】「農業振興によるまちづくり」の推進（スマート農業の推進） 北広島町

ご清聴ありがとうございました。
P12

Ⅶ．今後の取組
【R6年度（予定）】
・ICTを活用した鳥獣被害防止対策の検討・実証実験
・自動水門システムの町内普及に向けた事業の検討・実施

（自動水門システムの設置機材の導入補助金の創設）
【R7年度(予定）】
・自動水門システムの町内普及に向けた推進事業の実施
・ICTを活用した鳥獣被害防止対策の普及に向けた事業の検討

除草効果

収量の変化
エリアA地区において、農家Aが栽培する同一圃場、同一品種の今年の収穫量を昨年の収穫量と比較する。

食味の変化
エリアABCから圃場を選定し、令和5年産米の食味値を測定し令和6年産との比較を行う予定。
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